
産絹量を異にする家蠶の發育性状に關する研究

（第2報）就眠及び營繭機能竝に未熟桑給與に

因る強健性の比較

永井覺

Satoru NAGAI:- Untersuchungen uber die Wachstumseigenschaften des 

Seidenspinners von Produktivitat der Seideusubstanzenstoffe.

〔II〕 Raupenhautung und Funktion des Kokonbanes von Raupen und 

Einwirkung von unreifen Manlbeerblattern auf der Starkegrad 

der Raupe.

　　　　　　　　　　　　　　〔II〕緒　　　　　雷

　家鷲の餐齢鱗兇が就則麟くは管繭し得る機能姻1付奥せらるる時期に就ては既に蒲座博士（1925）

fSiPISI氏（1930）、井」二縛：1：（1931）姿撃、地り1氏（1932）、秋田氏（193（；）、高瀬工（；（1（J37）及び佐藤博：1：

（1940薄鋤の研究があ励・、概ね繹過歩合35～5賜1λ」外に於て就鰍鵬描｛幾能の糊聴

湖、80％内外にて大部分の獄兜が就眠或1よ糖繭し得る騰能を附典せらるるものなるこざを認

められ、何れも灘構成謝ll織o）発否（艦質繊の完顎芋）湘接なる關係にある誌を論及さ

れてゐる。

　筆濟は燕絹鷺を異にする家鷲の嚢育性状に關し、第1幸匝に於て、簾綱賦多き系統鱗書なるに

從ひ、艦質の浩成は早期に急漣なるの将徴を釘するを指摘し得たのでb懸亭騰絹帰二の相違が就

眠又は鶯繭機能の褒現、蛇に未熟桑給輿によのて猛兇の弧健性に如何なる影響を齎らすかに就

嚢擬察せる臓塾罷質遽成溝畏ξ糎めて縛1接なる聯關にあるこミを認め得たので、之が結果の概

要を報告する。

　木文を草するに當り御校閲の勢を賜りたる恩師蒲坐教授に勤し、厚く御禮を串上げるざ共に

實驕！に助力せられナこ藤井善雄氏に深諺雪する。

　　　　　　　　　　　　　　　〔∬〕　共試材料及び試験力浩

　　（1）供試系統顕は嚢に第1報ミして報告しナこ品穫の内、下記騰絹鍛を異にする系統を用ひ

　　　た。

　　　　　　※　産絹縫多き系統……C1系及びN1系（春期繭暦重歩合李均21～22％）

　　　　　　※塵絹鍛中の系統……C2系及びN2系（春期繭暦窺歩合奉均18～19％）

　　　　　　※　塵絹量少き系統……C3系及びN3系（春期繭謄重歩含耶均15～17％）

　　（2）就眠及び管酬幾能の嚢現期比較は、各齢εも給桑時海に工00頭の餐i魏を供試し、そのま

　　　ま絶食就眠又は楼繭せしめ、給桑同轍による繕過歩倉によりて嚢現の時期を比較した。而し

　　　て絶食及び就眠に聚る迄の温度等は成績i3E　t・1・iに附紀したカ㌔何れも’1涯淵億寮を用ゐた。1鱗比

　　　較せる成績表に於τ維過歩合ε維過ll寺間εは略次の姐き關係にあるものであつナこ。

　　　　　　　※　1齢鰹1脇10時間は’灘齢の維過歩合に封し約11％に相當する。

・　　　識綜學難誌　　第一ト…三礁・　第二號　　1941



100　　　　　　　　　　　　　　登齪　　　宗糸　　　砦墜　　　雌　　　誌　　　　　　　　　　　〔嬉十三巻

　　　　※以下同様に2齢……13鰐、3齢……10鬼、・1・齢……・9耽、5ill骨……5％。

（3）　瀧網鍛を異にする系統の」’ヒ較上柚絹綜腺片側鋤lllによる人鯛的鰹絹ii｛：の1履必少による就眠

　．又は鱗繭騰能嚢覗σ）llil三期比較を行っt二が、嘱調壷｛」：：3齢期に給綜腺のll’側を馴出し、そのま

　ま飼育3眠せしめ、摘出障害に」：る影響をμ琳的少からしめ、4齢及び5齢期に夫々調査

　した。封照獄は3齢IUJに絹綜腺摘出吝ll位に於て出甑せしめたものである、、

（4）　戚：継は♀♂4蔵均εし（1～4齢は早♂混合）絹綜腺摘出の’1霊ll瞼及び未熟桑系会與の弓！［1健性に

　及ぼす調資成績の外は、憂に2例の布均を以て示した。

〔ifi〕』 ｲ．査　結巣

（A）　22．7℃飼育の場合σ）比較　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　本調査に於て系統別比較槻樂せる結果を示せば第1蓼ξ魏に第1及び第2圏の如くである。

　　　　　　（第1圃）　　　　　　　　　　　　　　（第£圖）
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禰誼1．知糊燃鰭琶め焔纈回錨の綴囎（食薬時数歩合）を脈示したもので、‘夫々．

　　　　　緯過歩合に獅する麓眠澱歩合の圖表を竹…成し、所定の就眠蝦歩會を慨覗せる輝巡歩合影求

　　　　　・めたものである61似し韓闘鰯琶は♀♂卿腋示す。　　　　　…

　　　　2，絶食後就眠鎧癒生ぜしむる迄の溜度は24，0℃ン6．5％である。（昭和15鰭矯碗D

　　　　3。，以下各褒同様である。　　　　　　　　，　　　　　、」

　箭記の示す結果によれば各齢ざも廃網量多き系統識こなるに從ひ、早期に就眠又は擬繭磯能

の附與せらるるこミが認あられM筆者の第1報に於て報告せる髄質の造戒滑長ε宿接なる關係

にあるごミが窺はれる。郎ち膿質避戚が齢前期に方貸て極めて急速なる産絹最多き系統翻は、延

いて就眠及び襯繭機能も之Lに腱ミじτ早IUIに搬現するξが槻られる。

　而して、更に系統別に慰撃の機能駿現溝長を槻るにs灘絹燈多き系統羅Sなるに從ひ、5％

就眠時より50％以上の就眠時に至るまでの開差大なるはN特に留意せねばならぬ事柄ε考へ

られる。
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（c）　21．2℃飼育の揚合の比較
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　上荻に泌つてみる場合、服に述べた結県ξ后IL騰の傾向あ老員3明かなるも、各系統1【1じ之力粥隆

能の饗II：賊llれ、　I　Lつ｝；ISi眠5％よξ）50％点L就眠に」1ミる開差か鞘少くなるこごが鳴に）姐1．る、，

螢繭機能の潜長に就て？も同機のこ∫がみら才t，る。　　　　　　　1

（謹）　雌雄別σ）比鮫

　猫〔～窃別には姐何t，s：る關係が認められるかに就て槻察せる1例を示せばb第5二表の如くであ

る。

　　　　　　　（第5表）　卑舎別b系統別鱗繭機能」・1瀬三（22．7巳’c　76％飼育）
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　上衷に切れば塵細量多由系統徽ミなるに從ひ、鷹繭機能0）搬現県営こご前述の結果ε岡盈！iな

るもb璽に各系統共♀は♂に比し之が磯能の褒現蝦淵｝するこ芒がみられる。

（ド）網縣腺片側易帽iの揚合の比較

　就眠或は麟繭機能の濃響見が、直揺、間接に礎絹最の多少に基爵髄質迭成の1鐸長じ影響して招

來せらるるものざすればN絹綜腺の井側易ll幽により入蠣的に羅網：縫を・少からしめた蜴合、果し

て如何なる結衆をみるかに就幽試みナこる腿をi表示すれば、第G毅の如くである。

　　　　　　　　（第6表）　網綜腺片側易11出に因る就眠及び螢繭機能比較
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富勃く、眠期

食

桑

時

数

・合

CI系鎌

Cy1系灘　1

Cy2系謝鷹

N2系翻｛；1

L．一．＿一＿．＿化＿一」立＿－tt－，．．＿、、．＿

i音ヒ％　㌦剰1，。為」、

一謬．⊥…鎚

　　58．5　　　　　　　　　ン0．0

　　63。5　　　　　　　　　γ6，0

61．5　　　　　　　71．5

65．0　　　　　　　　　74．0

58，r，　　　　　　　　71，5

63．O　　　　　　　　γ：～”rt）

彊　　　繭

欝％㌦整1，。タん1，．ll　鷹事項

41．5

47．0

46．o
l5　．5　，5

50，5

58．5

5ン，0

62．5

59・E～　　　　1昭和】4年
64・5　　　　　　　界∫舅　　（♀）

61．0　　　　　 “｛1不訂15・Ir…

70・0　　　　春期　（早）

含琴：邑　　阿　　上

　　　　1

70．5　　　　昭和15年
74．o　　　　晩秋期（♀）

　上記の槻察に於て爾側絹紳遅泉を易1鴨せる揚合に就てはIUIIII．の後、影響の大なるを思惟して比

較する腱がなかつたのは蓮憾であるが、第6表の示す経調ミにで乃れば、何れも勤照獄（片側絹綜

腺易ll出部倣の1．lvallに留めたるもの）に比し、就眠叉は麟繭機能σ）畿現を玉慰滞せしむるの結果を

得たこεは興昧あるこ亡である。

（G）　系統別未熟桑給輿の獄児弧健性に及ぼす關係

　既に第1報に於て指摘せる如くb窟網燈の多少ε騰質避成の溝長ミは蜜接な聞il雛を有するこ

’　NS　’S蚊に以上表示せる如く、熟眠叉は糖繭騰能も亦艦質渣瞬の清侵關係ミ深い閥聯にあるこS

が窺はれるので、かNる髄質の燈成ミ管養關係ざは翻児の張健性にxf　tl何なる影響を及ぼすかに

就き、未熟桑給輿によりて試みたるにi次の如き結果を撮たのである。
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’　（第7表）　系統別未熟桑給奥の弧健性に及ぼす關係
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齢
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未醤ノ「蒙絵拠
1～3齢凶；芸［血桑マ

4～5齢未熟桑∫

1：誰麟懸｝

磁二勲桑給興
米熟桑給興
謝業糠｝

麗鱗糊

　％
41。9

87，4

47．3

52．ン

24。3

52，9

28，3

40．4

100
209

112

126

　％
36．6

56．3

39．1

40．5

100　　　19．5
21γ　　　［IO．2

116　　　19．9

166 23，2

100
154

107

111

100
155

102

工19

騒筋9瀞，認蔽1附　　・巳

　％
33．5

50．8

，38．2

3ン．1

16．8

25．7

2　1．　r）

22，6

100
1152

114

111

100
153

128

134

1・昭和15｛1柔初秋JVI試

　験

2・1“1：立」：り藤ri耐1で

　の澱宣置ル圏rを示す

1・1曜1和15　ft　ll初秋1ひj試

　駒

2・5齢より影三巾1貰で

　の誠躍ゴ工厚i・売示す

　第7表に伽つて凱るに、稚脚田又は5齢前期に於ける未熟桑給與は識児の強健性を支鵡する

こε糊めて顯著にして、而かも髄鷺燧成1荊係εよく一・致した關係にあるこiが窺はれ、從て｛纏

質燈戚期に於ける鱗養約の良否は、延いて懸児の3三孟1健娯iに及ぼす影響大なるは明かである。郎

ち鐙絹旋多歯系統顕ざなるに從ひ膿質蜷威期はエ1欄」に招來せらるるを以て、前齢期の鶯腿障審

は殊に顯著に影響する傾向が認められるのである。

〔illl〕　諺　　　　　　察

　寡1鰍こ於ける就眠或1よ糖醐幾能獲現のLI三化畢的内因、蜘コU略ホルモン灘蹟造成朔1膜關係

に就ては猫今後の研究に侯たねばならないが、騰絹彙を異にする系紘舩の成提膿相ごチ寿に繭記

観察の結泉よりみてtl慌質蜷成の究否ε麿1妾なる嗣聯にあるは、疑ひない朧である。即ち廃絹

量の多少に基嚢髄質の鷺戒邊速に慮じて就眠叉は繊・繭縄肯旨のi縫現にも逼i速をみたのであるが、

從來疋等の慶能に開し観察せる多くの研究者の結果に可成の相鍵のあつたこごは、産絹最を異

にするに因りて紹來せられる儘質造成σ）完・∫昏に遡液あるこごも亦一一要因ご考へられるo

　絹綜腺摘出の揚合に於ける影響に就ては梅73博士（1925、1930）及び山口氏（1934）裂撃の研

究あるも、就眠機能の渡現畔期に就ては湖察する腿なきも、筆者の行ひたる絹綜腺片側剃出の

人爲的熊絹量の減少が就眠及び鶯繭機i能の獲現を逓lll｝せしむるの結果をみたこtrは、麗絹量の

多少による系統舐の比較結果を裏書したやうに考へられ、興昧ある事柄であるが、猶今後の酬：

究に俊つべき描が多い。

　次に未熟桑給與によるi系統別影響をみるに、灘絹簸多き系統羅は然らざる系統1砥に比し、張

健性に於て梢弱き傾向にあるばかりでなく、髄質造成急i速なる齢前期（叉は雅顕i田）の鱗養障

害極めて大にして、賑絹量少くして、齢中；U似後の膿質造成急速なる系統羅に於ては齢後期の

管養障害の影響あるを認めたのである。魁等の結果よりみるも、産絹lt多き系統獄に於ては齢

箭期或は稚叢劃明に於ける成熟桑給輿の肝要なるこε蚊に熊網量少き系統難に在りては齢中期以

降に於て威熟桑給與の必要なるこミが酋肯される。

〔V〕総　　　　　括

　騰網量を異にする系統鍛の就眠及び麟繭磯ll旨の嚢現蛇に求熟桑給奥の系統的影響につき、比，

較調盗せる結襲を紹括すれば、次の如くである。

　1）飼育温度21・2、22．7及び27．0℃等の揚1》何れも礒絹量多き系統1隙εなるに從ひ、就眠及

び螢繭磯i龍の獲現は早期に附典せられる傾向明かにして、膿質藏成機溝≦密接なる匿摺聯にある


